
優
れ
た
論
が
あ
り
（
『
抄
物
資
料
集
成
』
第
七
巻
）
、
私
は
共
同
の
仕
事
を
し

て
い
る
関
係
で
精
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
清
原
家
に
お
け
る
毛
詩
講
授
の
学

銃
を
明
ら
め
、
『
毛
詩
聴
琶
』
　
『
毛
詩
抄
』
を
宣
里
が
成
す
に
当
り
、
中
国
で

の
毛
詩
研
究
の
多
く
の
書
を
ど
の
よ
う
に
承
け
て
自
分
の
物
に
し
て
行
っ
た
か

を
、
詳
し
く
研
究
し
、
成
立
論
に
及
び
、
諸
本
の
系
統
を
示
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
唯
、
言
語
面
を
他
に
語
ら
れ
た
た
め
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
考
え
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
執
筆
時
に
ま
だ
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
引
用

し
、
．
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
を
さ
し
控
え
た
が
、
本
稿
を
な
す

上
の
大
き
い
指
針
と
な
っ
た
こ
と
を
杏
準
え
て
お
く
。

付
記
、
森
田
武
先
生
の
御
退
官
に
際
し
、
か
か
る
未
熟
な
文
章
し
か
成
し
え

な
か
っ
た
こ
と
を
申
訳
な
く
存
ず
る
と
共
に
、
永
年
の
御
指
導
に
感
謝
申

上
げ
ま
す
。
本
稿
を
成
す
に
つ
い
て
、
大
塚
光
信
・
鈴
木
博
・
建
仁
寺
両

足
院
伊
藤
東
慎
諸
氏
の
お
導
き
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
上
げ
ま
す
〇

二
九
七
六
・
七
・
ニ

ー
奈
良
教
育
大
学
助
教
授
－

策
彦
周
良
の
手
に
な
る
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
資
料
に
つ
い
て

柳

田

征

司

【
　
は
じ
め
に

筆
者
は
、
天
竜
寺
妙
智
院
第
三
世
策
彦
周
艮
（
一
五
〇
一
－
一
五
七
九
）
を

（
注
1
）

惟
高
妙
安
（
一
四
八
〇
上
五
六
七
）
と
親
交
の
あ
っ
た
僧
と
し
て
注
目
し
・

そ
の
著
作
に
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
資
料
の
存
す
る
こ
と
を
抄
物
を
考
え
る
上
か

ら
注
意
し
て
き
た
。
策
彦
の
手
に
な
る
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
資
料
、
又
は
そ
れ

を
含
む
資
科
と
し
て
は
、
『
轟
捌
集
』
　
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
　
『
四
六
図
』
　
『
策

彦
和
尚
初
渡
集
』
　
『
再
渡
集
』
備
忘
記
の
五
点
が
伝
存
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

（
注
2
）

て
は
牧
田
詩
亮
氏
等
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
諸
伝
本
や
国

語
資
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
整
理
し
て
、
そ
の
文
体
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〓
　
各
資
料
の
整
備

H
『
怒
測
集
』

（
注
3
）

次
の
二
類
の
本
が
管
見
に
入
っ
た
。

原
形
本
…
①
東
只
大
学
史
料
編
芸
所
群
昏
類
従
本
◎
続
群
密
類
従
所
収

本
◎
『
農
林
両
部
抄
』
所
収
本
◎
国
立
国
会
図
番
館
本

改
編
本
…
⑤
宮
内
庁
青
陵
郎
本

原
形
本
は
①
㊥
と
㊥
④
と
に
分
け
ら
れ
る
。
◎
①
に
は
①
①
の
終
り
の
部
分

（
続
類
従
五
九
五
貢
下
4
「
紅
繹
迦
紫
鉄
勒
」
以
下
）
が
な
い
。
本
文
も
、
①

と
◎
は
極
め
て
近
く
、
◎
と
①
も
か
な
り
近
い
。

⑤
の
昏
陵
郎
本
は
、
①
～
◎
に
な
い
同
種
の
注
を
相
当
丑
も
つ
だ
け
で
な

tosho-seibi-repo
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（
注
4
）

く
、
共
通
部
分
に
つ
い
て
も
本
文
の
配
列
が
異
る
。
⑤
は
「
仏
祖
」
　
（
1
オ
よ

り
）
と
「
仰
者
持
雑
郎
」
　
（
1
3
ウ
8
よ
り
）
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
今
◎
を

（
注
C
こ

軸
に
と
っ
て
そ
の
対
応
関
係
を
示
す
と
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
紙
幅
の

都
合
で
l
部
を
示
す
）

通
　
　
し

番
　
　
号

◎

続

莫貢

従

本

所
　
　
在

⑤
　
古
　
陵
　
部

本
　
所
　
在

1413121110　9

5

8

3

上

4

～

　

9

5

8

3

上

0

1

～

下

4

5

8

3

下

4

～

　

7

5

8

3

下

7

～

5

8

4

上

1

0

5

8

4

上

1

0

～

下

1

5

8

4

下

1

～

　

1

5

8

4

下

1

～

5

8

5

上

6

5

8

5

上

6

～

5

8

5

上

7

～

5

8

5

上

8

～

5

8

5

上

9

～

5

8

5

上

1

0

－

5

8

5

上

1

1

～

5

8

5

上

1

2

～

20121110　9　8　7

貝　松　肇一閃　貝　碧　六
葉　蘇　ヲ　混　蝶　粒　出

1

4

オ

1

～

　

　

7

1

4

オ

8

～

1

5

オ

2

1

5

オ

3

～

　

　

6

1

5

オ

7

～

1

6

ウ

7

1

6

オ

7

～

1

7

ウ

7

1

7

ウ

7

～

　

　

0

0

1

8

オ

1

～

1

9

ウ

8

2

0

オ

1

～

　

　

2

2

0

オ

3

～

　

　

5

2

0

オ

6

～

　

　

6

2

0

オ

7

～

　

　

8

2

0

オ

9

～

　

　

9

2

0

ウ

S

I

　

　

5

2

0

ウ

6

～

2

1

ウ

2

5

8

5

上

2

0

～

　

2

0

5

8

5

上

2

0

～

下

7

5

8

5

7

7

～

　

1

0

5

8

5

7

1

0

～

　

1

5

等
埼
～
響
1

5

8

6

上

1

～

5

8

6

上

7

－

5

8

6

上

8

～

5

8

6

上

2

0

～

5

8

6

下

4

～

5

8

6

下

5

～

5

8

6

下

8

～

貧
道
　
…

分
貝
　
…

趨
州
　
…

迦
葉
　
…

我
遣
　
…

蒼
頭
　
…

託
黄
　
…

往
南
　
…

老
煉
　
…

天
育
　
…

君
鐙
　
…

鵜
林
　
…

陶
渕
　
…

雲
夢
　
…

86



魯
陵
郎
本
は
仏
祖
と
儒
者
丼
雑
部
に
分
け
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で

の
説
明
の
配
列
順
は
◎
に
殆
ど
一
致
す
る
。
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
と
あ
わ
せ
て

⑦
と
⑤
と
の
対
応
関
係
を
示
す
と
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
①
の

冒
頭
か
ら
順
に
、
仏
祖
に
関
す
る
も
の
を
前
に
、
儒
者
拝
雑
部
の
も
の
を
後
に

と
改
編
し
た
も
の
が
◎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
⑤
の
よ
う
に
二
類
に

分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
一
本
化
し
た
場
合
、
説
明
の
配
列
が
図
の
よ
う
な
関

係
で
⑧
に
一
致
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
次
に
、
①
～
④
に
存
し
な
い
部
分

が
仏
祖
と
儒
者
揮
雑
部
と
の
両
方
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
改
編
さ
れ
る
前

に
、
そ
れ
が
存
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
①
～
④
に
存
し
な
い
部
分
が
、

や
は
り
策
彦
の
作
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
待
人
の
増
補
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
た
だ
、
仮
り
に
増
補
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
や
言
語
か
ら
見

て
、
策
彦
か
ら
時
代
的
に
あ
ま
り
遠
く
な
い
人
物
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
書
の
策
彦
作
な
る
こ
と
は
、
類
従
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
て
き
た
が
、
本
文
の
記
事
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。

○
予
在
西
山
之
日
興
同
社
友
聯
句
費
ノ
句
ニ
テ
有
タ
ソ
。
風
戒
迷
二
番
市
一

ト
シ
タ
レ
ハ
。
露
翰
宿
松
庵
ト
ツ
ケ
タ
レ
ハ
。
結
句
一
撃
和
尚
批
鮎
ヲ
メ

（
注
ぐ
）

サ
レ
ク
ソ
　
（
続
類
従
五
八
三
百
下
1
）

○
此
前
粟
留
秋
更
願
ト
云
句
ア
リ
タ
こ
。
予
杜
字
毎
争
禁
ト
シ
シ
タ
レ
ハ
。

一
撃
天
上
因
ヲ
メ
サ
レ
タ
ソ
（
同
五
九
〇
買
上
2
9
＝
荒
霜
髭
本
）
）

右
の
如
く
自
作
の
耶
句
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
宙

館
蔵
『
聯
句
集
』
　
（
後
掲
）
中
に
、
莱
彦
の
作
と
し
て
見
え
る
。

口
『
策
彦
和
尚
筆
記
』

先
彦
に
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
　
（
事
陵
部
蔵
）
の
あ
る
こ
と
は
、
『
群
宙
解

（
江
7
）

題
』
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
次
の
輿
宙
が
あ
る
。

②
続
類
従
本

⑤
書
陵
部
本
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右
所
写
一
冊
者
魔
王
主
盟
首
伯
等
蔵
之
秘
本
也
／
尊
蔵
与
予
者
寛
逆
之
友
而

従
少
年
之
交
也
／
啓
如
稗
雲
孟
竜
一
日
和
主
之
門
而
打
開
詣
真
書
／
棚
有
此

一
冊
関
而
覧
之
則
策
彦
大
和
尚
之
自
筆
而
／
古
尊
宿
夜
話
也
ナ
再
三
拝
見
連

日
尚
英
不
得
／
閻
禿
筆
倍
与
以
塗
焉
寛
容
他
見
干
嗟
後
世
之
／
亀
鑑
也
千
時

究
永
第
四
痙
（
誓
詣
乱
打
㌣
）
年
初
春
廿
九
日

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
こ
の
本
は
策
彦
自
筆
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
。
そ

の
筆
跡
も
策
彦
の
そ
れ
に
よ
く
似
る
。
『
群
宙
解
題
』
は
「
策
彦
の
談
話
を
後

人
が
筆
録
し
た
も
の
」
と
す
る
が
、
策
彦
が
「
古
尊
宿
夜
話
」
を
古
き
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
、
江
心
承
董
・
天
用
琵
・
大
休
宗
休
等
の
名

を
あ
げ
て
、
そ
の
話
を
古
き
と
め
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
先
彦

（
注
ハ
）
一

と
親
交
の
あ
る
僧
で
あ
っ
て
、
こ
の
筆
記
が
策
彦
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

日
『
四
六
図
』

へ
注
9
）

次
の
諸
本
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

○
彰
考
館
蔵
『
天
隠
和
尚
四
六
因
』

〇
回
立
国
会
国
書
館
蔵
『
天
隠
和
尚
四
六
図
』

○
東
京
大
学
史
料
編
慕
所
蔵
『
巻
而
懐
』

○
松
ケ
岡
文
庫
蔵
『
江
西
四
六
説
・
先
彦
和
尚
四
六
図
・
聯
句
説
・
従
二
位

家
隆
凋
基
砧
銘
拝
序
』

こ
れ
ら
の
本
は
互
い
に
出
入
り
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
諸
家
の
四
六
図
を
集

（
注
1
0
）

め
た
も
の
で
、
策
彦
の
四
六
図
も
含
む
。
そ
の
中
片
仮
名
交
り
ゾ
体
で
あ
る
の

は
、
「
策
彦
四
六
図
」
と
、
「
江
酉
和
尚
蒲
宴
都
議
時
四
六
口
伝
」
　
「
虚
字
事
」

「
先
哲
之
啓
札
」
と
、
「
提
綱
枯
香
」
に
は
じ
ま
る
文
章
な
ど
で
あ
る
。
文

献
1
や
、
彰
考
館
本
の
高
田
与
酒
の
識
語
は
、
策
彦
四
六
図
以
外
の
部
分
も
、

策
彦
の
口
伝
と
見
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
「
提
網
姑

（
注
1
1
）

香
」
で
は
じ
ま
る
文
章
（
国
会
本
2
6
ウ
～
）
は
、
先
口
彦
伝
か
と
も
見
ら
れ
る

が
、
次
の
記
事
が
存
す
る
。

（
畠
）

○
東
福
寺
ノ
季
弘
和
尚
於
畠
山
金
吾
ノ
軍
一
匹
座
其
説
法
ハ
唐
韻
也
用
，

ホ
ー
J
つ

一
二
ニ
ケ
明
ヲ
一
「
字
」
（
監
）
為
レ
盟
子
音
向
和
尚
直
工
畢
レ
挙
衰
故
チ
一
其

答
話
丁
寧
也
知
之
（
史
料
本
2
0
ウ
1
4
）

カ
ナ

○
了
掩
語
レ
予
日
近
代
ノ
文
章
ハ
仮
名
ヲ
唐
ノ
字
ニ
テ
カ
イ
タ
者
也
（
同
2
4

オ
1
0
）

季
弘
大
淑
（
－
一
四
八
七
）
了
庵
桂
悟
（
一
四
二
五
－
一
五
一
四
）
　
に
直
接

学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
こ
の
部
分
は
策
彦
の
説
明
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
も
っ
と
も
、
先
学
の
説
を
ふ
ま
え
た
邦
彦
の
口
伝
で
あ
る
可
能
性
は
な
く

は
な
い
。
策
彦
作
の
部
分
を
「
策
彦
四
六
図
」
に
の
み
限
る
と
、
そ
れ
は
極
め

て
短
い
も
の
で
あ
る
。

印
『
斑
彦
和
尚
初
渡
集
』

記
録
中
に
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
部
分
を
含
む
。
伝
本
に
つ
い
て
は
文
献
1
に

く
わ
し
い
。
文
献
1
は
妙
智
院
蔵
の
第
彦
自
筆
本
を
翻
刻
す
る
が
、
各
巻
首
の

備
忘
記
を
省
略
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
こ
の
備
忘
記
中
に
も
片
仮
名
交
り
ゾ
体

（
注
1
2
）

の
部
分
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
国
語
学
的
に
は
看
過
し
得
な
い
。
『
大
日
本

仏
教
全
容
遊
方
伝
琵
事
第
四
』
　
（
仏
宙
刊
行
会
　
大
正
1
1
・
6
）
所
収
の
『
克

彦
和
尚
入
明
記
初
渡
集
』
お
よ
び
『
入
明
記
巻
初
事
文
集
記
』
に
よ
っ
て
栢
う

こ
と
が
出
来
る
。

回
『
策
彦
和
尚
再
渡
集
』
備
忘
記

『
再
渡
集
』
は
全
文
漢
文
体
で
あ
る
が
、
巻
首
備
忘
記
に
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の

文
が
存
す
る
。
こ
れ
も
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
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三
　
先
彦
の
片
仮
名
交
り
ゾ
体
文
体
の
性
格

片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
文
体
は
一
般
に
抄
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、
そ
れ
は
或
る
原
典
を
注
釈
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
体
で

あ
る
。
先
彦
の
そ
れ
が
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
或
る
原
典
に
対
す
る

注
釈
で
は
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
入
明
記
と
い
う
記
録
に
ま

で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
抄
物
に
用
い

ら
れ
て
い
た
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
文
体
の
、
使
用
場
面
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
口
語
体
文
章
史
上
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
と
言

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
、
こ
の
観
点
か
ら
・
こ
の
文
体
の
性
格
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

H
原
典
離
れ
・
注
釈
宙
離
れ

『
轟
測
集
』
は
、
詩
・
聯
句
を
作
る
に
必
要
な
語
句
を
集
め
て
説
明
し
た
も

（
注
1
3
）

の
で
あ
っ
て
、
或
る
特
定
の
原
典
を
注
釈
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
種
の
書

物
は
、
主
と
し
て
初
心
者
へ
の
教
育
の
た
め
と
い
う
必
要
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
『
薫
窓
夜
話
』
　
『
堅
剛
夜
話
』
　
『
幼

学
詩

出
来

句
』
な
ど
が
あ
り
、
『
中
華
若
木
詩
抄
』
も
そ
の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
が

（
注
1
4
）

る
。

『
策
彦
和
尚
筆
記
』
の
記
録
す
る
と
こ
ろ
は
、
詩
・
聯
句
作
成
に
必
要
な
知

識
に
限
ら
ず
、
漢
籍
・
仏
典
に
関
す
る
知
識
、
仏
事
の
作
法
な
ど
を
は
じ
め
と

し
て
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
説
明
も
、
「
○
○
ハ
　
（
ト
ハ
）
」
と

語
句
を
提
示
し
て
お
い
て
説
明
す
る
例
だ
け
で
な
く
、
自
由
な
表
現
を
と
っ
て

（
注
1
5
）

い
る
。
そ
の
意
味
で
、
注
釈
雷
的
性
格
を
薄
く
し
て
い
る
と
言
え
る
。

『
四
六
図
』
も
ま
た
あ
る
原
典
へ
の
注
釈
で
は
な
く
、
図
を
示
し
っ
つ
、
四

六
文
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
初
渡
集
』
に
は
、
茹
埼
一
九
年
一
二
月
六
日
か
ら
一
五
日
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
、
湖
心
硯
鼎
二
四
八
l
－
一
五
六
四
）
の
無
門
閥
の
講
義
の
記
録
が

片
仮
名
交
り
ゾ
体
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
、

原
典
を
も
っ
た
注
釈
で
は
な
い
。
『
初
渡
集
』
　
『
再
渡
集
』
の
巻
首
の
備
忘
記

が
、
文
筆
の
応
酬
、
詩
句
の
唱
和
に
必
要
な
語
句
の
集
録
の
類
で
、
『
霞
汎

集
』
に
近
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
文
献
1
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
注
1
6
）

こ
こ
で
、
策
彦
の
他
の
著
作
を
見
渡
し
て
み
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
に

は
彼
に
い
わ
ゆ
る
抄
物
と
言
え
る
著
作
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
に
は
片
仮

名
交
り
ゾ
体
の
文
体
が
用
い
ら
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
宙
に
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て

（
注
1
7
）

い
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
策
彦
は
、
多
数

の
抄
物
を
作
成
し
て
い
て
、
そ
の
文
体
を
他
の
著
作
に
も
ひ
ろ
げ
て
用
い
た
と

い
う
の
で
は
な
く
、
原
典
離
れ
を
し
た
著
作
の
み
を
作
成
し
て
い
る
よ
う
な
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
原
典
離
れ
は
、
『
轟
測
集
』
　
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
に

っ
い
て
言
え
ば
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
要
点
の
み
を
集
約
し
て
注
解
説
明
す

る
と
い
う
、
重
誤
用
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
創
作
意
欲
、
或
い
は

表
現
意
欲
を
み
た
す
た
め
の
原
典
離
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
単
純
に
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
ゾ
体
の
文
体
が
さ
ほ
ど
愛
用
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。

臼
注
記
的
・
断
片
的
性
格

ゾ
体
の
文
体
が
、
策
彦
に
お
い
て
、
原
典
離
れ
を
し
、
注
釈
と
い
う
場
か
ら

離
れ
て
、
も
っ
と
広
い
場
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
し
か
し
ノ
、
ま

た
、
そ
の
文
体
は
、
注
釈
的
性
格
を
ぬ
ぐ
い
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
注
釈
的
性
格
は
依
然
強
い
と
言
っ
て
よ
い
。
『
缶
渕
集
』
と
『
策
彦
和
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尚
筆
記
』
が
注
釈
で
あ
り
、
注
釈
的
性
格
が
強
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

入
明
記
の
欄
忘
記
も
そ
れ
に
近
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
『
四
六
図
』
も
、
注

釈
で
は
な
い
が
、
図
に
対
す
る
説
明
で
あ
り
、
『
蒲
室
集
抄
』
と
密
接
な
関
係

（
注
1
8
）

に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
西
の
口
伝
以
来
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
文
体
で
な
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
『
初
渡
集
』
本
文
中
に
見
え
る
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の

部
分
を
見
る
と
、
一
々
例
示
し
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
や
は
り
、
概
し
て
注

釈
的
説
明
的
な
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
記
録
で
片
仮
名
交

り
ゾ
体
の
文
章
を
含
む
例
と
し
て
は
、
管
見
で
は
、
『
鹿
苑
日
録
』
元
和
二
年
九

月
二
一
日
の
条
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
注
釈
説
明
的
な
部
分
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
注
釈
説
明
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
入
明
記
の
備
忘
記
に
最

も
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
体
が
注
記
的
・
断
片
的
性
格
を
強
く

も
つ
こ
と
で
あ
る
。
『
缶
渕
集
』
　
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
も
断
片
的
な
知
識
の
羅

列
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
文
体
が
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
の
は
、
『
初
淀

集
』
の
蘭
門
閥
の
講
義
録
の
場
合
の
よ
う
に
、
原
典
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で

あ
る
。

日
固
定
的
性
格

こ
の
文
体
は
、
ま
た
、
文
語
色
が
濃
く
、
生
気
に
欠
け
て
い
る
。

以
上
H
～
臼
を
要
す
る
に
、
策
彦
の
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
文
体
は
、
原
典
か
ら

自
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
表
現
意
欲

に
こ
た
え
る
口
語
文
体
と
し
て
、
展
開
し
て
い
く
可
能
性
は
示
し
て
い
な
い
。

四
　
お
わ
り
に

こ
の
一
群
の
資
料
と
同
時
代
の
惟
高
砂
安
の
抄
物
と
の
比
輿
こ
の
資
料
に

見
え
る
注
目
さ
れ
る
言
語
事
象
、
等
々
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
別
稿
に
寧
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

（
注
1
）
拙
著
『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
（
清
文
堂
　
昭
和
5
0
・
9
）

（
注
2
）
1
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
　
（
上
、
仏
教
文
化
研
究
所
研

究
報
告
第
一
昭
和
3
0
・
1
0
　
下
、
法
蔵
館
昭
和
3
4
・
2
）
文
献
1
と
略

称
。
以
下
同
。

2
上
村
周
映
「
入
明
使
節
と
し
て
の
周
良
禅
師
」
　
（
禅
宗
一
〇
五
　
明
治
3
6

・
1
2
以
下
）

3
上
村
観
光
『
五
山
詩
僧
伝
』
　
（
民
友
祉
　
明
治
4
5
・
7
）

4
徳
富
蘇
峰
『
聴
雨
紀
談
附
策
彦
和
尚
』
　
（
新
成
費
堂
霞
寄
第
一
冊
　
民
友

社
　
昭
和
6
・
4
）

5
足
利
狩
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
の
儒
教
』
　
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
　
昭
和

7
・
1
2
）

6
北
村
沢
書
『
五
山
文
学
史
塙
』
　
（
冨
山
房
　
昭
和
1
6
・
1
0
）

7
小
葉
田
津
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
　
（
刀
江
轟
院
　
昭
和
1
6
・

卿
凸

8
荻
野
玉
邦
「
自
明
交
通
史
料
と
し
て
の
一
禅
僧
の
消
息
」
　
（
積
撃
先
生
華

甲
寿
記
念
論
器
　
昭
和
1
7
・
8
）

9
平
岡
武
夫
『
経
霞
の
伝
統
』
　
（
岩
波
貴
店
　
昭
和
2
6
・
1
）

1
0
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』
　
（
日
本
歴
史
新
容
　
至
文
堂
　
昭
和
3
0
・
5

増
補
版
昭
和
4
1
・
1
1
）

1
1
大
窪
太
「
荒
潮
集
」
　
（
群
再
解
題
　
昭
和
3
7
・
1
）

伝
記
に
．
『
西
山
妙
智
三
世
鐘
彦
和
尚
略
伝
』
　
（
文
献
4
翻
刻
）
　
『
前
円
党
籍

彦
良
禅
師
行
実
』
が
あ
る
。

（
注
3
）
○
東
大
史
料
本
…
新
写
一
冊
。
茶
色
櫨
柏
模
様
表
紙
（
二
六
・
四
×

一
八
・
六
橿
）
刷
範
「
続
群
宙
如
従
「
九
百
五
十
七
」
　
（
㌔
）
」
小
口
・
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背
「
続
群
宙
類
従
　
九
百
五
十
七
」
　
と
墨
苔
。
半
面
一
〇
行
。
仝
三

．
八
丁
。
淘
点
あ
り
。
扉
に
「
続
群
書
類
従
巻
第
九
百
五
十
七
／
総
桧
校
保

己
一
集
／
男
源
忠
宝
校
／
雑
部
百
七
／
盈
測
堅
。
内
題
「
畠
捌
集
鮮
用
抽

恕
柵
踊
望
。
奥
書
「
此
一
集
策
彦
和
尚
製
作
而
与
小
喝
云
々
忍
直
宙
／

之
以
与
良
付
心
若
不
国
別
可
返
進
可
動
々
々
英
／
慶
長
六
年
茹
春
雷
辰
　
花

押
／
（
本
文
二
丁
半
あ
り
）
此
一
冊
月
渓
和
尚
某
被
下
候
也
／
元
和
四
年

（

マ

マ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

マ

）

／
六
月
吉
辰
　
闊
待
者
花
押
／
此
一
冊
宗
闊
待
者
与
英
二
被
下
也
／
品
収

花
押
／
従
晶
収
首
座
到
干
格
翁
和
尚
和
尚
又
付
与
英
僧
租
者
也
／
筆
者
井

田
九
三
／
校
合
　
塙
忠
詔
」
。

○
『
霞
林
両
部
抄
』
本
…
三
発
軒
一
翠
が
如
月
寿
印
の
『
幼
学
詩
句
』
と
先

彦
の
『
怒
測
集
』
と
を
編
集
。
貞
享
四
年
刊
。
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ

ば
京
都
大
学
頴
原
文
郎
・
東
京
教
育
大
学
・
駒
沢
大
学
図
事
館
に
伝
存
。

筆
者
は
駒
大
本
を
調
査
し
た
。

整
版
二
巻
二
冊
。
濃
紺
色
表
紙
（
二
二
・
三
x
一
四
・
八
橿
）
原
刷
題
辞

「
茫
林
両
部
紗
幼
学
詩
句
乾
」
坤
冊
は
墨
書
「
貫
林
両
部
抄
轟
翌
癖
」
。
四

周
双
辺
（
一
五
・
八
×
一
一
・
〇
糎
）
版
心
小
黒
口
「
林
幼
学
（
林
興
机
測
）

蔑
」
。
内
題
「
栗
林
両
部
抄
巻
上
幼
撃
詩
句
本
　
東
山
如
月
和
尚
撰
」
「
F

林
両
部
抄
巻
下
薔
渕
集
　
嵯
峨
斑
彦
和
尚
作
」
。
「
貞
享
丙
頴
冬
十
一
月

上
院
聖
嶺
小
沙
故
因
循
子
吉
」
の
序
文
、
「
貞
享
第
四
丁
卯
孟
春
霊
辰
／
三

養
軒
一
翠
放
（
印
）
「
徹
達
」
」
の
政
文
あ
り
。
刊
記
「
高
辻
通
永
原
屋
孫

兵
権
梓
行
」
。
表
紙
見
近
に
朱
印
「
草
虎
丁
卯
次
郎
／
君
昭
和
二
年
二
／

月
以
年
清
六
十
／
辞
吾
住
友
家
理
／
事
同
人
背
謀
星
／
図
窃
以
為
紀

念
」
。
上
四
〇
丁
、
下
三
三
丁
。
漢
字
に
振
仮
名
を
多
く
付
す
。
淘
点
あ

り
。
朱
引
・
朱
句
切
点
を
付
す
。
．
図
書
番
号
一
五
二
・
四
－
四
三
。

○
国
立
国
会
本
…
新
写
一
冊
。
新
装
持
茶
色
表
紙
二
九
・
八
×
一
五
・
七

橿
）
外
題
蛋
「
茹
測
集
会
」
。
原
白
色
表
紙
。
外
題
直
接
「
希
捌
集
」
と

奇
書
。
扉
に
「
慕
測
集
」
と
墨
書
。
巻
首
朱
印
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
。
首

欠
。
「
相
国
寺
海
雪
和
尚
所
持
ソ
」
　
（
続
類
従
五
八
七
頁
下
6
）
か
ら
存

す
る
。
そ
の
た
め
同
館
目
録
は
著
者
を
「
釈
梅
雪
」
に
誤
る
。
尾
に
増
捕

あ
り
。
朱
引
・
朱
句
切
点
を
付
す
。
図
書
番
号
わ
〇
四
九
－
二
九
。

又
、
『
和
本
を
主
体
と
し
た
古
書
と
古
典
籍
展
示
即
売
会
日
録
』
　
（
古
林

会
　
昭
和
4
8
・
5
）
に
一
本
が
見
え
、
図
版
に
よ
れ
ば
こ
の
系
統
の
本
で

あ
る
。

〇
番
陵
部
本
…
江
戸
後
期
写
一
冊
。
新
嚢
紺
色
表
紙
（
二
〇
・
三
X
三
一
・

七
糎
）
外
題
簸
「
茹
測
集
　
会
」
と
貴
番
。
原
共
裏
紙
。
外
題
直
接
「
姦

測
集
」
と
持
古
。
綴
目
に
丁
数
を
持
宙
。
況
点
あ
り
。
図
再
番
号
三
五
三

－
八
七
〇
。

右
の
ほ
か
に
、
京
都
大
学
蔵
大
正
書
写
一
冊
と
国
語
研
究
所
蔵
江
戸
初
期
写
一

『
靭
鏡
集
』
二
冊
所
収
本
と
を
調
査
し
得
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
　
9
1

譲
る
。
又
、
建
仁
寺
両
足
院
に
写
屯
一
木
が
伝
存
す
る
が
、
筆
者
未
見
。
　
一

（
注
4
）
⑤
は
巻
尾
に
つ
い
て
は
⑦
④
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
本
文
も
◎
④
に

近
い
。
⑤
は
誤
写
が
多
い
が
、
①
～
◎
よ
り
も
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
注
5
）
例
え
ば
「
水
軍
⊥
　
「
毘
翰
…
」
と
い
っ
た
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
説

明
を
ど
の
範
囲
で
認
め
る
か
は
、
①
と
⑤
と
の
改
行
に
よ
っ
た
。

（
注
6
）
諸
本
問
の
本
文
の
異
同
は
最
少
眼
に
と
ど
め
る
。
以
下
同
。

（
注
7
）
新
装
茶
色
表
紙
（
二
五
・
七
×
一
九
二
一
粒
）
究
永
四
年
写
一
冊
。

新
装
題
㌫
「
策
彦
和
尚
筆
記
　
完
」
と
貴
書
。
墨
付
六
六
丁
。
寓
苔
番
号
一

二
－
一
六
。
『
国
琶
総
目
録
』
に
は
「
旧
三
井
拙
軒
」
も
見
え
る
。

（
注
8
）
江
心
・
天
用
と
策
彦
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
文
献
1
（
二
四
・
六

二
二
五
七
百
）
、
大
休
と
斑
彦
と
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
文
献
8
参
照
。



（
注
9
）
○
彰
考
館
本
…
室
町
末
江
戸
初
期
写
一
冊
。
．
茶
色
耗
縞
模
様
表
紙
（

二
七
・
七
X
一
八
・
八
桓
）
外
題
簸
「
天
隠
和
尚
四
六
図
　
完
」
　
と
良

啓
。
表
紙
に
ラ
ベ
ル
「
辰
九
」
。
小
口
「
四
六
閻
」
と
持
古
。
朱
印
「
学

昆
／
蔵
書
」
「
港
龍
／
閣
蔵
／
書
記
」
あ
り
。
奥
書
・
識
語
（
4
5
ウ
）
　
「
先

判
／
右
一
々
有
口
侍
皆
以
干
筆
舌
之
外
者
也
幻
而
従
妙
心
寺
三
年
／
嵯
峨

工
往
以
問
菟
終
末
許
之
然
後
身
曾
力
刃
衰
又
三
年
妙
智
二
在
寺
ノ
／
後
種
々

懇
望
以
起
請
文
伝
受
之
幻
雨
時
年
三
十
五
歳
也
策
翁
／
文
章
之
奥
相
一
点

モ
不
残
之
起
請
文
有
之
也
以
其
人
可
伝
授
之
／
者
也
云
々
／
永
禄
十
年
卯

二

二

こ

五
月
三
月
／
（
別
事
）
右
策
元
禅
師
四
六
文
章
口
伝
文
政
八
／
年
八
月
朔
一

（
二
こ

読
且
下
巻
占
了
兼
／
都
松
屋
主
人
源
与
清
（
詔
軌
塁
長
柄
く
）
「
右
箪
元
禅

師
一
巻
文
化
十
四
年
二
月
／
十
九
日
〓
抗
了
　
松
屋
主
人
高
田
与
活
」
）
」

（
巻
末
7
3
ウ
）
（
朱
至
「
右
属
文
階
梯
一
巻
「
及
附
録
者
」
舶
相
未
知
何

人
摂
也
／
文
化
十
四
年
二
月
十
九
日
一
読
了
／
三
浦
漕
運
主
事
高
田
与
清

（
花
押
）
／
再
授
ユ
屑
文
階
梯
ハ
者
永
禄
十
年
五
月
僧
ノ
幻
雨
〝
／
之
所
p
レ

ナ
ル
ー
’

記
宕
二
策
彦
和
尚
ノ
之
口
侍
ヲ
一
而
附
録
ハ
者
未
レ
知
ラ
ェ
／
何
人
ノ
之
所
為
】

也
与
清
又
識
ス
／
（
墨
容
）
右
文
事
口
侍
之
琶
中
我
道
春
鎗
文
則
宝

（
マ
マ
）

永
年
間
之
著
作
也
／
授
始
末
二
巻
合
為
一
巻
上
巻
策
元
口
侍
下
巻
古
文
集

l
宜
今
／
作
文
階
梯
焉
　
与
清
／
文
政
八
年
八
月
朔
」

「
積
翠
軒
文
庫
善
本
番
目
」
一
二
七
に
見
え
る
『
四
六
文
章
』
は
、
そ
の
兵

曹
か
ら
見
て
、
彰
考
館
本
と
同
系
の
雷
と
見
ら
れ
る
。

○
国
立
国
会
本
…
江
戸
初
期
寛
永
頃
写
一
冊
。
焦
茶
色
表
紙
（
二
七
・
七
慎

二
〇
二
一
転
）
外
題
蛋
「
天
隠
師
四
六
図
」
と
塁
宙
。
表
紙
に
朱
筆
で
「

保
」
と
昏
く
。
小
口
「
四
六
図
」
と
量
古
。
「
亀
田
文
庫
」
ほ
か
朱
印
。

裏
紙
に
古
文
書
と
版
本
反
故
と
を
用
い
る
。
半
面
一
四
行
。
朱
引
・
朱
句
切

点
あ
り
。
本
文
中
に
、
元
和
六
年
の
枯
香
之
拙
語
、
究
永
二
ハ
年
の
香
語

な
ど
も
見
え
る
。
周
番
番
号
特
一
〇
〇
〇
－
三
〇
。

○
東
大
史
料
本
…
慶
長
一
二
年
写
一
冊
。
新
装
茶
色
表
紙
題
姦
「
巻
而
慎
」
。

原
典
表
紙
（
二
七
・
九
×
一
九
二
二
極
）
外
題
直
接
「
糞
内
懐
此
冊
ハ
芸こ

．
彦
和
尚
ノ
竺
ハ
文
法
等
ノ
秘
本
こ
と
墨
書
。
背
に
墨
書
「
巻
而
懐
」
。
共
表
紙
裏

に
塾
印
「
勢
州
／
阿
曽
／
片
山
寺
蔵
」
。
奥
容
・
識
語
「
右
先
彦
和
尚
之

秘
本
也
余
（
欝
「
南
化
国
師
」
）
幸
倍
取
子
〓
カ
抱
謄
写
之
玉
鳳
（
欝
「
妙

心
」
）
窒
中
畢
突
／
南
化
望
／
南
化
和
尚
秘
甚
大
予
再
三
請
而
以
写
轟
英

南
門
望
／
（
ウ
ラ
）
千
時
慶
長
打
九
月
廿
三
日
尾
州
熱
田
中
松
持
院
於

西
窓
下
青
之
了
（
量
印
）
／
（
原
表
表
紙
見
返
）
此
冊
鏡
活
事
跡
突
乎
／

文
明
子
誌
之
」
。
半
面
〓
ハ
行
。
朱
引
・
朱
句
切
点
。
こ
の
資
料
に
つ
い

て
は
文
献
1
が
扱
っ
て
い
る
。

○
松
ケ
岡
本
…
江
戸
初
期
写
一
冊
。
貰
色
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
七
・
〇

橿
）
外
題
直
接
「
江
西
四
六
説
／
策
彦
和
尚
四
六
図
／
聯
句
説
／
従
二

位
家
隆
姻
蓋
砧
銘
揮
序
」
と
重
事
。
量
付
三
一
十
。
図
雷
番
号
ク
ハ
四
二

六
。

右
の
は
か
に
建
仁
寺
両
足
院
に
『
天
隠
称
尚
四
六
斑
』
が
存
す
る
が
未
調

査
。
ま
た
、
『
図
雷
総
目
録
』
に
は
大
中
院
と
あ
る
が
、
筆
者
調
査
の
際
に

は
見
え
な
か
っ
た
。
文
献
6
は
『
策
彦
和
尚
四
六
図
』
を
翻
刻
す
る
。
但
し

底
本
を
示
し
て
い
な
い
。

（
注
1
0
）
東
大
史
料
本
は
、
錯
簡
の
多
い
本
で
あ
る
上
に
、
誰
の
四
六
図
を
集

め
て
い
る
の
か
を
示
さ
な
い
が
、
他
本
と
対
比
し
て
み
る
と
、
「
天
隠
和
尚

四
六
図
」
「
常
庵
和
尚
四
六
転
語
」
「
虎
関
和
尚
四
六
法
」
　
「
江
西
和
尚
蒲
室

御
講
時
四
六
口
伝
」
を
含
む
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
策
彦
四
六
図
」
も
ま
た

そ
れ
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
丁
の
図
と
説
明
は
他
本
の
策
彦
四
六

図
と
殆
ど
一
致
す
る
。
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（

注

1

1

）

東

大

史

料

本

1

9

オ

1

～

2

0

オ

1

4

、

2

3

ウ

3

～

6

、

2

3

ウ

1

2

～

2

4

オ

8

、

2

0

オ

1

5

～

2

0

ウ

2

、

2

4

オ

9

～

堕

2

0

ウ

3

～

2

2

オ

9

。

な

お

、

こ

の

「

投

網
姑
香
」
で
は
じ
ま
る
文
章
と
、
『
江
西
和
尚
蒲
窒
四
六
講
時
伝
」
と
だ
け

か
ら
な
る
『
四
六
図
』
も
伝
存
す
る
。
即
ち
、
松
ケ
岡
文
庫
蔵
『
禅
偶
作
法

解
説
』
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
。

室
町
時
代
末
写
一
冊
。
新
装
茶
色
表
紙
（
l
天
・
三
×
一
八
・
五
糎
。
外

題
簸
「
祁
偶
作
法
解
説
」
と
塁
弓
識
語
（
本
文
と
別
筆
）
　
「
臨
路
山
大

仙
寺
常
住
本
（
朱
印
）
　
「
大
仙
寺
」
」
。
半
面
一
二
行
。
朱
引
・
朱
句
切

点
。
図
番
番
号
ク
ハ
六
五
五
。

（
注
誓
大
日
本
仏
教
全
書
は
平
仮
名
交
り
で
翻
刻
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
は

『
初
渡
集
』
の
本
文
も
平
仮
名
交
り
で
翻
刻
し
て
お
り
、
原
形
を
改
め
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

（
注
1
3
）
　
『
忽
測
集
』
は
、
「
爛
葛
藤
」
　
（
章
林
両
部
抄
）
　
「
詩
話
」
　
（
文
献

5
）
　
「
聯
句
に
用
い
る
故
事
を
、
童
謡
の
た
め
に
解
釈
し
た
も
の
」
　
（
文
献

1
）
等
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、
「
茄
測
」
に
つ
い
て
は
、
澤
林
両

レ
イ

部
抄
所
収
本
品
堀
部
本
の
冒
頭
に
「
蓋
六
ハ
マ
ク
リ
貝
ソ
其
チ
イ
サ
キ
モ

レ
J
つ
シ
キ

ノ
ニ
テ
大
海
ヲ
測
ト
云
恵
ソ
」
と
あ
り
、
他
の
抄
物
に
も
「
茄
測
ト
ワ
ッ
カ

ノ
ー
ニ
云
ソ
」
　
（
国
会
本
玉
堕
ハ
6
1
ウ
6
）
と
見
え
る
。
わ
ず
か
の
語
句
を

と
り
あ
げ
る
に
つ
い
て
、
策
彦
が
ど
の
よ
う
な
語
句
を
特
に
選
び
出
し
て
い

る
か
は
、
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
注
1
4
）
拙
著
『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
参
照
。

（
注
1
5
）
　
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
の
典
奇
は
、
こ
の
事
を
「
夜
話
」
と
呼
ん
で
い

る
。
『
斉
窓
夜
話
』
　
『
燈
前
夜
詔
』
と
い
う
書
名
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

の
、
特
定
の
原
典
か
ら
敗
れ
た
、
ま
た
、
注
釈
音
的
性
格
の
薄
い
一
群
の
資

料
を
「
ゾ
体
夜
話
の
顆
」
と
し
て
ま
と
め
て
見
る
こ
と
も
可
能
か
と
考
え

る
。
鈴
太
博
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
の
関
東
方
言
の
条
に
関
し
て
」
（

国
語
学
45
昭
和
3
6
・
6
）
同
「
周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
」
（
活
文
堂

昭
和
4
7
・1
3
）
が
引
く
『
続
翠
和
尚
夜
話
』
も
こ
の
種
の
資
料
の
一
か
。
筆

者
未
見
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
月
舟
宗
胡
（
一
六
一
八
－
一
六
九
六
）

に
『
大
乗
中
興
月
舟
老
和
尚
夜
話
』
（
松
ケ
問
文
庫
蔵
江
戸
前
期
写
一
冊
）

な
る
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
書
が
あ
る
。

（
注
1
6
）
先
学
の
研
究
を
参
拗
し
て
策
彦
の
著
作
や
所
持
古
人
本
等
を
顆
別
し

て
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
挟
文
体
で
あ
る
。

〓
詩
集
※
①
『
誹
斎
詩
集
』
（
『
策
彦
和
尚
詩
集
』
）
①
『
謙
斎
南
遊
集
』

佃
聯
句
・
漠
倭
聯
句
※
広
①
『
城
西
聯
句
』
（
『
九
千
句
』
江
心
承
藍
と
共

輿
嘉
靖
一
八
年
（
一
五
三
九
）
塁
坊
序
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
惟
高

妙
安
政
）
◎
『
斑
彦
三
千
句
』
（
江
心
承
竃
と
共
輿
永
禄
元
年
（
一
五

五
八
）
惟
高
砂
安
抜
）
◎
摸
倭
聯
句
（
里
村
紹
巴
と
共
輿
永
禄
一
二
年

（
一
五
六
九
）
以
前
成
立
）

脚
記
録
類
※
畏
①
『
駅
程
録
』
（
買
靖
一
九
年
（
一
五
四
〇
）
）
◎
『
於

定
海
井
容
山
下
行
価
銀
帳
』
（
同
二
六
年
（
一
五
四
七
）
◎
『
策
彦
和
尚
一
番

渡
唐
・
二
番
淀
唐
』
④
『
謙
斎
雑
稿
』
（
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
、
和
歌
は
平

仮
登
肯
き
ま
た
は
片
仮
名
書
き
）
⑤
策
彦
自
伝
（
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
）

川
序
文
・
駿
文
芸
震
①
曲
直
氾
正
盛
『
啓
通
集
』
序
（
天
正
二
年
（
一

五
七
四
）
）
①
鉄
山
宗
純
『
鉄
山
独
吟
』
点
故
（
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）

糊
疏
・
賛
・
取
名
等
※
買
※
※
①
『
山
門
疏
』
◎
大
内
竜
隆
寿
橡
賛
（
天
文

二
二
年
（
一
五
五
三
）
）
③
策
彦
自
討
渡
唐
天
神
像
（
弘
治
元
年
（
一
五
五

五
）
）
①
『
前
商
科
湖
心
大
和
尚
真
田
』
（
永
禄
二
年
二
五
六
八
）
）

⑤
三
牽
会
彰
取
名
（
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
）
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㈹
預
彦
古
人
木
霊
※
※
※
※
　
①
『
緊
分
萄
略
』
⑳
集
拶
将
来
本
「
聴
南
紀

談
』
　
（
某
堵
一
八
年
（
一
五
三
九
）
入
手
）

川
策
彦
書
写
本
※
※
㌘
宗
※
※
①
『
大
明
別
幅
井
両
国
勘
合
』
◎
『
壬
申
入
明

記
』
◎
『
山
谷
老
人
刀
肇
』
　
（
茅
鞘
一
九
年
抜
琶
）
①
『
円
通
恨
摩
』
　
（

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
⑤
『
陳
白
・
小
回
向
』
◎
『
心
翁
和
尚
仮
名
清

規
』
⑦
『
松
斎
梅
譜
』
◎
『
文
格
秘
要
集
』
⑨
『
論
語
集
解
』
手
題

州
琵
彦
将
来
本
誓
畏
強
葦
率
衷
佃
の
③
の
は
か
に
『
図
相
南
北
両
京
路
程
』

が
伝
諾
す
る
。

※
筆
者
は
、
①
東
大
史
料
蔵
相
写
本
『
謙
斎
詩
集
』
　
（
妙
智
院
原
蔵
）
・
続

群
審
類
従
所
収
『
策
彦
和
尚
詩
集
』
①
東
大
史
料
蔵
影
写
本
（
妙
智
院
原

蔵
）
を
利
用
し
た
。
な
お
、
文
献
1
は
、
は
か
に
「
古
柏
詩
」
　
（
天
正
四

年
（
一
五
七
六
）
西
芳
寺
蔵
）
　
「
似
高
詩
」
　
（
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）

葛
藤
集
）
　
の
詩
を
あ
げ
る
。

※
※
①
に
つ
い
て
は
、
静
某
堂
文
相
本
を
利
用
し
た
。
足
利
学
校
遣
蹟
凶
事

館
蔵
『
聯
句
集
』
　
（
『
九
千
旬
』
と
も
写
本
七
冊
）
は
闇
句
集
を
集
成
し

た
本
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
①
と
◎
も
編
集
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の

本
を
調
査
し
た
。
『
三
千
句
』
政
文
は
こ
の
智
に
よ
る
。
両
足
院
に
『
三

千
句
』
が
存
す
る
が
未
見
。
◎
も
未
見
。

媒
※
※
①
～
◎
は
文
献
1
所
収
本
に
よ
り
、
◎
は
東
大
史
料
彩
写
本
（
妙
智

院
原
蔵
）
を
利
用
し
た
。
⑤
は
筆
者
未
見
。
そ
の
後
、
『
策
彦
周
良
文
集
』

（
東
大
史
料
）
　
『
策
彦
周
良
等
往
来
雑
記
』
　
（
轟
陵
部
）
に
気
づ
い
た

が
、
未
調
査
。

※
※
※
※
①
は
文
献
1
に
指
摘
が
あ
る
。
筆
者
は
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
慶

長
一
七
年
岡
本
茂
右
頂
門
尉
消
安
写
八
冊
（
石
六
九
二
－
二
〇
五
）
を
調

査
し
得
た
。
◎
続
群
昏
類
従
『
金
鉄
集
』
に
よ
っ
た
。

※
※
※
※
※
①
足
利
学
校
遺
出
国
再
飼
蔵
『
法
語
湖
b
　
（
江
戸
初
期
写
一

冊
、
l
二
ニ
ー
四
二
）
所
収
。
③
㊥
文
献
1
に
よ
る
。
③
筆
者
未
見
。
①
続

群
書
類
従
所
収
『
三
脚
稿
』
に
よ
る
。
な
お
、
文
献
1
は
、
ほ
か
に
故
守

屋
孝
蔵
氏
蔵
「
良
友
」
　
「
咄
消
仕
」
の
封
軸
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、

『
賃
彦
周
艮
棉
』
　
（
大
東
急
文
陣
）
　
景
逗
虹
春
仁
恕
庵
疏
華
』
二
両
足

院
）
　
に
気
づ
い
た
が
、
未
調
査
。

※
※
※
※
※
※
文
献
1
に
五
首
半
葉
の
図
版
あ
り
。
◎
文
献
4
の
校
製
に
よ

る
。

※
※
※
※
※
※
※
①
㊥
㊤
㊥
⑦
は
文
献
1
に
よ
る
。
◎
『
成
笥
堂
音
本
章

日
』
　
（
四
二
月
）
所
掲
。
葦
者
の
調
査
し
た
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

は
、
災
彦
抜
日
本
に
よ
っ
て
朱
を
加
え
て
い
る
木
で
あ
る
。
奥
び
・
識
語

「
山
一
＝
正
長
二
年
八
月
日
下
生
西
秤
之
下
書
之
　
秀
透
／
（
遊
紙
に
別
肇
）
時

稚
大
明
嘉
婚
十
九
年
正
月
於
済
事
路
舟
中
遂
／
功
了
始
千
十
六
終
〒
念
三

艮
四
十
歳
／
日
「
之
宍
鵬
怒
昨
船
泊
干
済
寧
市
城
水
鳥
膵
下
着
一
両
日

於
是
／
極
月
於
太
白
楼
漱
口
於
浣
肇
泉
不
意
瞑
恕
之
／
中
役
得
此
幸
所
感

不
仲
吾
邦
諸
友
見
此
佳
処
也
呼
／
以
災
彦
和
尚
封
欝
之
抜
封
鳥
朱
革
突
。
」

図
章
番
号
阿
八
1
三
一
。
⑤
森
田
武
「
「
さ
も
し
い
」
考
」
　
（
国
文
学
故

6
5
　
昭
和
4
9
・
1
1
）
に
よ
る
。
『
国
事
総
目
録
』
に
天
竜
寺
蔵
本
が
見
え

る
。
肇
者
未
見
。
⑧
筆
者
未
見
。
⑨
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
に
よ

る
。
筆
者
未
見
。
な
お
、
五
上
の
は
か
に
、
米
沢
市
立
図
書
館
の
『
官
踵
御

吾
籍
目
録
』
に
策
彦
責
跡
の
『
封
燈
夜
詣
』
が
見
え
、
現
在
に
伝
存
し
な

い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
※
※
※
※
※
※
※
文
献
1
に
複
製
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
7
）
印
の
⑤
や
間
に
は
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
文
体
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も

よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
緊
分
詣
略
』
に
は
、
国
立
国
会
国
宙
鉛
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蔵
無
刊
記
十
行
版
（
奥
村
三
雄
『
緊
分
湖
略
の
研
究
』
影
印
）
の
よ
う
に
・

片
仮
名
交
り
ゾ
体
書
込
の
あ
る
本
が
伝
存
す
る
。
た
だ
し
・
筆
者
は
、
文
献

1
が
示
す
巻
首
半
某
の
写
責
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
本
の
他

の
と
こ
ろ
に
片
仮
名
交
り
の
古
込
が
存
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
1
8
）
文
献
1
0
参
照
0
尊
経
悌
文
庫
蔵
『
賢
所
等
注
蒲
室
集
』
　
（
窒
町
末
江

戸
初
期
写
三
冊
）
足
利
学
校
遺
蹟
図
婁
餌
蔵
『
訂
室
集
抄
』
　
（
室
町
時
代
写

四
冊
）
は
月
舟
寿
桂
の
抄
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
歩
首
近
く
に
「
江
西
耶
宴

四
六
講
時
口
伝
』
を
の
せ
て
い
る
。
『
箔
窮
集
』
の
講
義
の
場
で
、
四
六
文

の
一
般
論
も
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

［
付
記
］
貴
重
な
資
料
の
間
先
を
許
可
さ
れ
た
関
係
所
蔵
者
各
位
に
あ
っ
く
お

礼
印
し
上
げ
る
。
ま
た
、
調
査
の
一
部
は
昭
和
四
八
年
度
東
洋
文
庫
研
究
員

と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
三
島
海
雲
記
念
財
団
か
ら
研
究
奨
励
金
を
受

け
た
。
と
も
に
記
し
て
謝
意
を
蓑
す
る
。

－
－
愛
恕
大
学
助
教
授
　
－

大
蔵
流
狂
言
虎
四
本
の
漢
語

－
対
話
表
現
場
面
に
お
け
る
、
動
詞
的
用
法
と
形
容
詞
的
用
法
と

佐

々

木

峻
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は
じ
め
に

中
世
以
降
の
日
本
語
に
占
め
る
決
語
の
地
位
は
大
き
く
、
従
っ
て
、
国
語
史

研
究
上
に
お
け
る
意
義
も
ま
た
大
き
い
。
山
田
孝
雄
博
士
を
始
め
と
し
て
、
多

く
の
関
心
が
こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
の
も
、
故
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

漢
語
研
究
の
基
本
的
な
方
向
と
し
て
は
、
ま
ず
、
次
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
よ

う
。

1
　
語
義
　
　
2
　
用
法
　
　
3
　
表
記

右
の
三
者
は
、
ま
た
、
相
互
に
開
通
の
深
い
も
の
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
ま

ず
、
「
用
法
」
田
に
哲
目
し
て
、
虎
駒
木
狂
言
の
摸
語
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。

虎
明
本
狂
言
（
軍
永
十
九
年
八
一
六
四
二
V
、
大
蔵
虎
明
書
写
）
は
、
周
知

の
如
く
、
対
話
文
表
現
を
益
調
と
す
る
口
語
文
献
で
あ
る
。
し
か
も
．
、
詞
輩
全

体
に
仮
名
霞
が
多
く
、
と
か
く
漢
字
表
記
さ
れ
が
ち
の
沌
語
も
、
こ
こ
で
は
、

仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
点
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
キ

リ
シ
タ
ン
資
料
と
等
し
く
、
標
語
認
定
上
、
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
等
し
く
標
語
と
呼
ん
で
も
、
そ
れ
ら
の
全
体
が
、
果
し
て
等
質
で
あ
る

か
否
か
は
、
慎
誼
に
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
筆
者
は
、
当
面
、
漠
語

を
、
使
用
場
面
の
相
違
と
い
う
点
を
重
視
し
て
、
次
の
三
分
類
を
立
て
て
み
た
。

1
　
対
訂
表
現
軍
用
の
標
語

tosho-seibi-repo
長方形




